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【特集】福祉の契約主義と労働・家族・ジェンダー
 特集にあたって 原　伸子 1

 公正な条件と公正な結果？―ニューレイバー，福祉の契約主義
 　　および社会的態度に関する考察 ダニエル・セージ／藤田理雄 訳 4

 イギリスにおける福祉改革と家族―「困難を抱えた家族プログラム
 　　（Troubled Families Programme）」とジェンダー 原　伸子 21

■証言：戦後社会党・総評史
 もう一つの日本社会党史―党中央本部書記局員として
 　　マルクス・レーニン主義の党を追求　細川 正氏に聞く  42

■書評と紹介
 米澤 旦 著『社会的企業への新しい見方
 　　―社会政策のなかのサードセクター』 桜井政成 71

 衛藤幹子 著『政治学の批判的構想―ジェンダーからの接近』
  辻　由希 76

 安藤 究 著『祖父母であること―戦後日本の人口・家族変動のなかで』
  筒井淳也 80
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    Welfare Reform, Family and Gender : 
    　　A Case of Troubled Families Programme in Britain .............................HARA Nobuko

Oral History : History of the JSP and Sohyo
    Another History of the JSP, from a Perspective of a Sta� Member of the Party’s 
    　　Central Secretariat : An Interview with HOSOKAWA Tadashi

Book Reviews
    YONEZAWA Akira, A New Perspective on Social Enterprises : Social Policy,
    　　�ird Sector and Institutionalism .................................................SAKURAI Masanari
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【特集】教職員の超勤・多忙化を解消する

◆教職員の超勤・多忙化解消の課題と改革への展望
………………………………………………藤川伸治

◆豊かな生活時間の確保と調整休暇制度……毛塚勝利
◆教職員の心身の健康を支える職場安全衛生活動の
あり方…………………………………………山本健也
◆長時間労働が教員の心と体に与える影響 …大川尚子
◆なぜ、日本の先生は忙しいのか、学校の長時間労
働は改善するのか……………………………妹尾昌俊
◆学校現場にも働き方改革の風を――過労死公務災
害認定の取り組みで問われたこと …………工藤祥子

◆巻頭言＜俯瞰＞教職員の働き方改革への視点
………………………………………………高橋　誠

◆広がる良好実践・28　レバノン北部における労働
安全衛生トレーニング（UNIDO主催 ……長須美和子
◆にっぽん仕事唄考・56　炭鉱仕事が生んだ唄たち
（その56）　炭鉱城下町の「校歌」と戦争の影④
………………………………………………前田和男

◆織という表現・17…………………………阿久津光子
◆産業安全保健専門職と活用・4 ……………谷　直道
◆口絵　安全な運行とドライバーの健康のために
輸送事業者の取り組み・5
………………………しずてつジャストライン株式会社
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